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４月１日付で、新しい行政委員を委嘱しました。（敬称略）行政委員を委嘱行政委員を委嘱
袖崎地域（つづき）戸　沢　地　域大久保地域（つづき）西郷地域（つづき）楯　岡　地　域

行 政 委 員地区名行 政 委 員地区名行 政 委 員地区名行 政 委 員地区名行 政 委 員地区名
小松　　薫土生田１井上　冨次本　 郷奥山　光雄下　 宿結城　弘美中　 条須藤　智信南新町
八鍬　正清土生田２笹原　直士水　 口井澤　　正平　 野柴田甚一郎宿塩嶋　幹雄中新町
佐藤　尚宏土生田３齋藤　眞悦松　 倉外塚　兵衛北　 口柴田　清之上　 宿柴崎　　勝北新町
冨樫　茂雄土生田４児玉　吉宏須　 摩相間　幸雄水　 南高橋　敬美乙　 宿森谷　清哉五日町
安達　但男土生田５齋藤　敬幸樽石北阿部　紘三東柴田　和広中　 組村川　敬二十日町
柿崎　　繁土生田６笹原　茂規稲下日影菊地　　昇門　 前滝田　文男下　 組柴崎　順弘晦日町
佐藤　　勇土生田７佐藤　誠一稲下北部門脇　吉男河原前板垣　和壽浮　 沼大場　�夫二日町
多田　與一高　 玉佐藤　健一稲下中部保科　幸一下　 原板垣　哲夫道　 六池田　四郎鶴ヶ町
矢作　邦雄赤　 石井澤　藤五稲下南部大場　満幸上　 原板垣　秀麿名　 取齊藤　次男北　 町
星野　弘一五十沢伊藤　瀬市稲下東部冨　本　地　域渡辺　忠志中　 原佐藤　敏春湯　 沢

大 高 根 地 域佐藤　　武反　 田行 政 委 員地区名矢萩一太郎清　 水高梨　一郎北　 楯
行 政 委 員地区名高橋　昭吉沖後藤　福光楯奥山京太郎大　 淀齋藤　忠雄南　 楯
黒沼鐵太郎上深沢大林高橋　良樹驚　 滝布宮　　清宝小野　善一長　 島松田　満雄馬　 場
大場　定男下深沢奥山　惣司船　 橋佐藤　信行天　 神曽根田文也河島山１区三澤　　弘大沢川
佐藤　厚夫道　 田花烏賊　昇共　 栄渡辺　芳秋上久保会田　　繁河島山２区大石　喜章中笛田
黒沼　正文楯細谷　義一土海在家石井　保三下久保大　倉　地　域後藤　精二北荒町
井上　堅一外　 宿青柳　　勲北　 畑宇野　博明下小路行 政 委 員地区名村田　征一中荒町
大場　耕一平　 林佐藤　　隆弓　 田宮崎　良春矢木沢齋藤　信之大　 上松田　正弘南荒町
太田　重光上中原中里　安夫新　 町鈴木　章夫山　 際鈴木　　一林　 崎齋藤　新一東新町
齋藤　秀昭下中原大沼　是義新　 田大沼　　剛中ノ目早坂　　博金　 谷菊池　　茂俵　 町
狩野　元彦里齋藤　雄一宮下１石川　寛一下荒敷兵庫　正士行　 川高梨　正剛西笛田
太田　義隆森矢萩　光通宮下２海老名　清上荒敷鈴木莊太郎中　 沢佐藤　善彦東笛田
矢作　富雄小　 滝袖　崎　地　域大江　　隆北　 山齋藤　勝男新　 山堀野　誠之南笛田
伊藤　幹雄境ノ目行 政 委 員地区名斎藤　勇一上ノ宿渡辺　　誠南　 原榎本　常治新高田
黒沼　正光中　 山土田　博恭本飯田１松田　　剛巾木田大 久 保 地 域高橋　陽司北町東
笠原　利春大谷地永瀬　　隆本飯田２飛田　英紀上仲宿行 政 委 員地区名庄司喜久彌駅　 西
伊藤　純一新　 西永岡　弘昭本飯田３東大沼　　剛下仲宿片桐　正美楯下釜西　郷　地　域
黒沼　　清下小屋六澤　武夫本飯田３西大沼　茂雄新　 田犬飼　重嘉西　 口行 政 委 員地区名
井上信之輔大石赤岩齊藤　正行本飯田４森　　憲一上　 宿葉山　貞夫碁　 点
井上　敏正大鳥居永岡　忠市本飯田５保科　精一新　 宿高橋　政明浦

　

市
行
政
委
員
会
議
総
会
が
四
月

九
日
に
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
永
年
に
わ
た

り
行
政
委
員
を
務
め
た
み
な
さ
ん

に
佐
藤
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
交
通
安
全

並
び
に
防
犯
の
功
労
者
表
彰
も
お

こ
な
い
ま
し
た
。　
　

（
敬
称
略
）

■
楯
岡
地
域

菅
井　

藏
吉
（
中
笛
田
・　

年
）

１２

金
井　

正
巳
（
大
沢
川
・
６
年
）

■
西
郷
地
域

工
藤　

光
也
（
浦
・　

年
）

１４

板
垣　

喬
（
道
六
・
８
年
）

佐
藤　

一
（
長
島
・
６
年
）

■
大
倉
地
域

高
橋　

正
夫
（
新
山
・　

年
）

１２

■
冨
本
地
域

石
井　

喜
内
（
上
久
保
・
６
年
）

海
老
名　

庄
吉
（
下
小
路
・
６
年
）

笹
原　

正
敏
（
下
荒
敷
・
６
年
）

松
田　

茂
美
（
巾
木
田
・
６
年
）

■
戸
沢
地
域

笹
原　

喜
右
ェ
門
（
水
口
・
６
年
）

大
地　

静
夫
（
稲
下
北
部
・
６
年
）

井
澤　

弘
一
（
稲
下
中
部
・
６
年
）

荒
木　

貞
夫
（
沖
・
６
年
）

■
袖
崎
地
域

阿
部　

千
里
（
土
生
田
第
３
・　

年
）

２２

生
田　

四
郎
（
土
生
田
第
７
・　

年
）

１６

仲
野　

力
弥
（
本
飯
田
第
３
西
・　

年
）

１２

土
田　

榮
治
（
本
飯
田
第
２
・
6
年
）

石
山　

進
一
（
本
飯
田
第
３
東
・
6
年
）

石
田　

良
蔵
（
土
生
田
第
１
・
6
年
）

大
木　

利
二
郎
（
楯
岡
）

結
城　

與
一
郎
（
西
郷
）

井
澤　

弘
一
（
戸
沢
）

秋
葉　

忠
雄
（
袖
崎
）

大
場　

�
夫
（
楯
岡
）

柴
田　

伸
夫
（
西
郷
）

海
老
名　

庄
吉
（
冨
本
）

大
地　

静
夫
（
戸
沢
）

石
山　

進
一
（
袖
崎
）
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年
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状
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年
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労
村
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労
村
山
市
長
表
彰
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　市民のみなさんの生の声を直接、

はがきでお寄せいただく「市民の

声」直通便。寄せられたご意見や

提言についてご紹介します。

【ご意見等】

　市職員の給与アップが実施され

ると聞きました。そこで

①財源には何を使うのですか。

②ベースアップによって使われる

お金は、どのような施策をカッ

トして捻出したのでしょうか。

③ベースアップ財源のうち、職員

のみなさんが工夫・努力して生

み出したお金はどれ程でしょう

か。公表してはどうですか。

（西郷地域・男性）

【回答】

①ベースアップの影響額（968 千

円）は、職員数の削減などによる

職員給（△ 24,575 千円）により

まかなっています。市税及び地

方交付税が財源となります。

②ベースアップのために施策を

カットすることはありません。

集中改革プラン（行財政改革）

に基づいて、事務経費等の節減

に努めております。

③集中改革プラン（行財政改革）

による節減効果は、平成 18 年

度決算において約 2億円（平成

16年度比較）となります。今後、

公表の方法を検討いたします。

※地方交付税：市の財政状況に応じ

て国から交付されるお金

※集中改革プラン：平成 18 年 3 月

に策定した行財政を改革する取

組み

（担当　市財政課財政係、企画係）

　

県
が
優
れ
た
県
産
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

全
国
に
発
信
し
て
い
く
「
山
形
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
に
最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道

振
興
会
（
芦
野
又
三
会
長
）
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
振
興
会
は
、
平
成
六
年
の

設
立
以
来
、
板
そ
ば
な
ど
そ
ば
文
化
の

継
承
や
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
そ
ば

街
道
の
各
店
に
は
仙
台
圏
か
ら
も
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

四
月
十
四
日
、
市

役
所
に
認
定
の
報
告

に
訪
れ
た
芦
野
会
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
一
層

研
さ
ん
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
の
防
災
訓
練
が
四
月
十
三
日
、
大

久
保
下
原
・
上
原
地
区
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
山
形
盆
地
断
層
帯
を
震
源
と

す
る
大
規
模
な
地
震
に
よ
っ
て
木
造
家

屋
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
訓
練
に
は

市
消
防
団
の
ほ
か
大
久
保
下
原
・
上
原

地
区
自
主
防
災
会
、
大
久
保
地
区
婦
人

消
防
ク
ラ
ブ
、
県
消
防
防
災
航
空
隊
な

ど
約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
自
主
防
災
会
が
消
火
器
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
消
火
栓
放
水
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
地
区

民
に
よ
る
避
難
誘
導
訓
練
、
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
出
訓
練
や
搬
送
訓
練
が
お
こ

な
わ
れ
、
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
軽

可
搬
放
水
訓
練
で
は
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
が
み
ご
と
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
消
防

署
救
助
隊
・

救
急
隊
に
よ

る
事
故
車
両

か
ら
の
負
傷

者
救
助
救
出

訓
練
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る

負
傷
者
搬
送
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ポ
ン
プ
車
な
ど
計
十
八
台

に
よ
る
一
斉
放
水
や
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
分
列
行
進
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
地
区
民
が
真
剣
な
面
持
ち
で

訓
練
を
見
守
り
、
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
災
害
に
備
え
、
防
災
意
識
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

事故車両からの救助救出訓練事故車両からの救助救出訓練

婦人消防クラブの軽可搬放水訓練婦人消防クラブの軽可搬放水訓練
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問い合わせ問い合わせ 市保健課保健係、健康指導係　市保健課保健係、健康指導係  ��内内線線 132、136132、136

　

こ
れ
ま
で
、　

歳
以
上
の
方
に
市
が

４０

お
こ
な
っ
て
き
た
「
基
本
健
康
診
査
」

は
、
医
療
保
険
者
が
お
こ
な
う
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
に
変
わ
り
ま

す
。（
医
療
保
険
者
と
は
、
国
民
健
康
保

険
や
健
康
保
険
組
合
・
共
済
組
合
な
ど

被
用
者
保
険
を
言
い
ま
す
）

　

目
的
も
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た

も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
を
基
に

特
定
保
健
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

●　

歳
以
上
の
方
の
健
診

７５

　
　

歳
以
上
の
方
は
、
今
年
四
月
か
ら

７５
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に

な
り
ま
し
た
。
山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
た
市
が

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的

に
健
康
診
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
こ
れ
以
外
の
健
康
診
査
な
ど
は

　

こ
れ
以
外
の
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
、

歯
周
疾
患
検
診
は
市
が
引
き
続
き
お
こ

な
い
ま
す
。　

●
国
民
健
康
保
険

　

市
か
ら
受
診
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
お

届
け
し
ま
す
。

●
健
康
保
険
組
合
・
共
済
組
合
な
ど

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
受

診
券
な
ど
が
届
き
ま
す
。
受
診
券
が
あ

る
と
市
の
健
診
会
場
で
受
診
で
き
ま
す

の
で
、
発
行
時
期
な
ど
医
療
保
険
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
死
因
別
死
亡
率
の
約
六
割
は

生
活
習
慣
病
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
不
規
則
な
生
活
習
慣
に
よ
り
増
加

傾
向
に
あ
る
肥
満
者
の
多
く
が
糖
尿

病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
の
危
険
因
子

を
併
せ
持
ち
、
こ
れ
が
重
な
る
ほ
ど
心

臓
や
脳
血
管
の
病
気
を
起
こ
す
危
険
が

増
大
し
ま
す
。

　

内
臓
に
脂
肪
が
た
ま
っ
て
い
る
状
態

に
加
え
、
血
圧
等
の
異
常
が
重
な
っ
た

状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
言
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
し
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
脱
出

す
る
た
め
に
は
、
食
生
活
、
運
動
、
喫

煙
な
ど
生
活
習
慣
そ
の
も
の
の
改
善
が

必
要
で
す
。
定
期
的
な
検
診
と
合
わ
せ

て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
食
生
活
を
改
善
し
よ
う

　

早
食
い
や
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
習
慣
を
徹
底
し
よ
う

　

日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
癖
を
つ
け
る

な
ど
運
動
習
慣
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
健
診
制
度
が
始
ま
り
ま
す

受
診
の
お
知
ら
せ

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
に
注
目

生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う
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特
定
健
診
を
実
施
す
る
医
療
保
険
者

は
、
受
診
者
の
み
な
さ
ん
の
特
定
健
診

結
果
を
基
に
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
度

で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
該
当
者
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
予
備
群
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、

生
活
習
慣
の
留
意
点
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
支
援
と
動
機
付

け
支
援
と
し
て
、
面
談
や
電
話
相
談
な

ど
で
個
別
に
保
健
指
導
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は

　クアハウス碁点では、生活習慣病の予防・改

善にピッタリの健康づくりプログラムをご用意

しています。日頃の運動不足の解消にもぜひ、

お役立てください。

　軽めの運動をおこなう「クラブＧＴＮ」と筋ト

レ中心の「サーキットクラブ」、温水プールを自

由に利用できる「ＳＰＡプール会員」があります。

申込み・問い合わせ  クアハウス碁点  �（56）3351　

〈クラブＧＴＮ〉　

　ストレッチで体をほぐし、軽めの有酸素運

動で脂肪を燃やします。日頃、運動不足の方

や腰痛、肩こりの方にお勧め。

日時　毎日の運動日程に自由に参加

内容　ストレッチ、ダンベル体操、水中運動など

月会費　3,800 円　年間保険料　1,500 円　

〈サーキットクラブ〉　

　筋力トレーニングと有酸素運動

で効率よく脂肪を燃やし、メタボ

対策にお勧め。

日時　月・水・金コース（午後 7時～ 8時）

　　　火・木・土コース（午後 7時～ 8時）

内容　筋力トレーニング、ブルブルダイエット

　　　マシーンなど

月会費　3,800 円　年間保険料　1,500 円　

〈ＳＰＡプール会員〉　

　ひざ痛や腰痛でも楽に運動ができます。

利用時間　午前 9時～午後 9時

年間利用会員　48,000円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　健康増進の一環として、楽しく踊って健
康づくりをしましょう。
期日　毎月最終木曜日（3月のみ第1木曜日）
時間　午後 1時 30分～ 3時 30分
会場　クアハウス碁点　参加料　1回300円
問い合わせ　井沢和子  �（53）4205 

��������������������

健康づくり民踊教室健康づくり民踊教室
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  鑑賞会、講座に参加可能　　　 一般会員   2,000 円

  展示や催事をご案内　　　 小中学生会員   1,000 円

  美術館の入館料割引　　　　 　家族会員   3,000 円

　　　　　　　　　　　　　　   賛助会員 10,000 円
　

申込先　〒 995-0054  村山市大字大淀 1084-1　

　　　　真下慶治記念美術館「アートクラブ」係

　　　　�（52）3195 ／ FAX（55）2152
　

平成 20年度の講座日程　※一部内容が変わる場合あり

　

子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててて相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話・・・・・・・・・・・・・・FFFFFFFFFFFFFFAAAAAAAAAAAAAAXXXXXXXXXXXXXX子育て相談電話・FAX

　
�����������（（（（（（（（（（55555555552222222222））））））））））0000000000555555555522222222220000000000（52）0520

　子育ての悩みなどどうぞ。

受付日時は「にこにこルー

ム」と同じです。

　　　　　　

　未就園児をお持ちの方はお子

さんを連れてどうぞ。

期日と会場

・21日（水）　戸沢保育園

・22日（木）　大高根児童センター

時　間　午前 9時 30分

　　　　　～ 11時 30 分

対　象　その地区に在住の方

　　　　　　※事前申込みが必要※事前申込みが必要

　親子で体を触れ合い、楽しく

体を使って遊びましょう。

期　日　23日（金） 

時　間　午前 10時 30分

　　　　　～ 11時 30 分

会　場　いきいき元気館

講　師　フィットネスインストラクター

　　　　小野淳子さん

持ち物　タオル

子育て支援センター5月の行事 ��出前保育出前保育
の様子　　の様子

内　　　　容日　　　時

芸術村アートクラブ総会13:30 ～6月  1日（日）1

「スイング」ジャズコンサート14:00 ～6月15日（日）2

現地研修（バスツアー）
「最上川河口～本間美術館」

9:00 ～7月27日（日）3

大淀いもこまつり11:00 ～9月28日（日）4

高宮眞介氏ギャラリートーク13:00 ～11月15日（土）5

講演「世界遺産からみた最上川」
講師  渡部泰山氏（県世界遺産推進監）

14:00 ～12月  7日（日）6

真下慶治記念美術館のお知らせ

アアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトククククククククククククククララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブ（（（（（（（（（（（（（（友友友友友友友友友友友友友友のののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会））））））））））））））会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集アートクラブ（友の会）会員募集

にににににににににににににににににににににににににににににこここここここここここここここここここここここここここここにににににににににににににににににににににににににににににこここここここここここここここここここここここここここここルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム にこにこルーム 

　未就園児を持つ方の集まり、

お子さんとお出でください。

開設日　月曜～金曜日

　　　　（祝日・休日を除く）

時　間　午前 8時 30分～

　　　　　　　　　午後 5時

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費アートクラブ会費アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブのののののののののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典アートクラブの特典

  みんなでつくろうバラまつり  

　お子さんの誕生、入学などを記念

して、バラを植樹しませんか。（無料）

日日　　時　5月 30日（金）午前 10時～

会　　場　東沢バラ公園バラ交流館前

募 集 数　5組（応募者多数の場合は抽選）

申込期限　5月 12日（月）

　楽しい企画でバラまつりを盛り上

げましょう。※参加無料

期　　日　6月 29日（日）

会　　場　東沢バラ公園内

内　　容　音楽演奏、野菜販売、

　　　　　手作り作品の展示など

申込期限　5月 30日（金）
　

申込み・問い合わせ 

市商工観光課観光交流係  �内線151544

ババババババババババババババララララララララララララララままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりり市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民イイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトト募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集バラまつり市民イベント募集

ババババババババババババババララララララララララララララままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププニニニニニニニニニニニニニニンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググバラまつりオープニング
記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念植植植植植植植植植植植植植植樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集記念植樹参加者募集

親子体操出前保育
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リサイクルのすすめ
　地球温暖化防止の観点からも、紙の原料となる
森林の伐採、ごみ焼却による二酸化炭素の発生な
どの抑止につながる古紙のリサイクルが見直され
てきています。市では、今年度から「雑がみ」の
回収を積極的にすすめていきます。
　「雑がみ」とは、家庭から排出される古紙のう
ち、新聞紙、雑誌、段ボール、紙パック以外の紙
類で、パンフレットや包装紙、封筒、紙袋、紙箱
などです。束ねられるものは束ねて、小さな紙切
れなどは紙袋に入れて、雑誌を回収している団体
に回収してもらえます。ただし、再生紙の原料と
して不都合な紙があり、分別には注意が必要で
す。

　雑がみだけでなく、段ボール、新聞紙、雑誌は、
クリーンピア共立へ直接持ち込むこともでき、引
取りは無料です。ご活用ください。

　また、集団回収を
おこなっていない
「食品トレー」や「牛
乳パック」、「空き缶」
などは、スーパーな
どの店頭回収リサイ
クルを積極的に利用
しましょう。

今月のひとこと　　　３月のマイバッグ持参率は
30％でした。１月に比べ 7％アップしました。
（市内スーパー調べ）これからもご協力をお願いし
ます。

※環境の話題は、市ホームページでもお知らせし
ています。ぜひご覧ください。
http://www.city.murayama.lg.jp/　　クリック

・防水加工された紙（紙皿、紙コップなど）
・プラスチックフィルムやアルミ箔など
　を貼り合わせた紙
・圧着はがき（個人情報保護用のはがき）
・感熱紙（こすると黒くなる紙）
・臭いや油、食品の汚れなどがついた紙

今月のひとこと今月のひとこと

「雑がみ」リサイクルできないもの（一例）

 犬を飼っているみなさんへ 

　狂犬病は人が発症するとほぼ100％死亡する

恐ろしい病気です。犬の登録制度と狂犬病予防

注射は、狂犬病のまん延を防ぐために欠かすこ

とができません。

　また、鑑札や注射済み票の装着は狂犬病予防

法で義務付けられています。迷子札としての役

目も果たしますので、必ず愛犬の首輪などに装

着しましょう。

　今年度最後の集合注射は次のとおりです。ま

だ受けていない犬には必ず受けさせてください。

■新規登録と注射

　１頭　6,100 円（印鑑が必要）

■予防注射のみ

　１頭　3,100 円（通知はがき持参）

※鑑札を確認しますので会場にお持ちください。

 こんな時には届け出を 

・犬が死んだ

・飼い主が変わった

・住所が変わった

・鑑札をなくした（再交付手数料 1,600 円）

◎市保健課または予防注射会場で受け付けます。

届け出には印鑑をお持ちください。

　犬のフンのマナー啓発に

ついては、狂犬病予防注射

時の呼びかけ、広報紙への

掲載、看板の設置などをお

こなってきましたが、依然

として苦情が寄せられてい

ます。

　フンを置いていかれた家の方はたいへん迷惑

しています。犬を飼っている方は、もし自分の

家だったらと考えてみてください。地域全体で

互いに声を掛け合い、「フンの置き去りをぜっ

たい許さないまち」にしましょう。

問い合わせ　市保健課保健係  �内線 132

場　所時　間期　日

村山市役所前午前 10時～ 11時5月 25日（日）

犬の新規登録と
狂犬病予防注射はお済みですか

犬のフンに関する苦情が
　　　　　　後を絶ちません
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　愛知万博キャンペーンポスターなどを手掛け

たグラフィックデザイナー藤代範雄さんの作品

展が出身地、岩野地区のギャラリーで開催され

ました。このギャラリーは大沼与右エ門さんが

自宅を改造したもので、このたび開館１周年を

記念し、世界的に活躍する藤代さんの作品を地

元のみなさんに見てもらおうと企画しました。

　展示作品は、能面をモチーフにした斬新なデ

ザインで、見る人の目を引きつけていました。

　4月 16日、有限会社石川組（石川市郎代表

取締役）の従業員のみなさんが、事務所に面し

た柳通りを清掃し、パンジーなどの花を植え

ました。柳通りは東沢公園へ向かう大型観光バ

スがよく通る道。また、近所の子どもたちの散

歩コースにもなっているため、花のあるきれい

な道を通ってほしいという思いで、今年から取

組みを始めたそうです。石川智康取締役は「今

後も継続したい」と意気込みを語りました。

ＪＡみちのく村山が特養ふもとへ
介護用品を寄贈

　みちのく村山農業協同組合（清藤尚一代表

理事組合長）が特別養護老人ホームふもとへ

車いす3台と歩行器１台を贈りました。施設

の利用者約140人のうち半数近くが、車いす

を必要としていることから、アルミ製で軽く

使いやすいものが贈られました。

　利用者を代表して車いすを受けとった高橋

とめのさん（戸沢）は「みんなで大事に使わせ

てもらいます。ありがとう」と喜んでいました。

　
ナブテスコ株式会社が
介護用電動車いすを寄贈

　市と（財）村山市余暇開発公社へ介護用電動

車いす 2台が、ナブテスコ株式会社山形工場

（伊牟田幸裕工場長）より寄贈されました。

　この車いすは自社製で、電動モーターを使

用しているため介助者の負担が軽減され、お

年寄りの方でも傾斜のある道での介助が楽に

できます。

　車いすは、東沢公園やクアハウス碁点に配備

しますのでどうぞ利用ください。

車いすなどの寄贈ありがとうございます
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～あなたの夢の実現を応援します～
　新たな農業分野にチャレンジする方を支

援します。詳しくは、お問い合わせください。

新産業支援事業

・新たな作物、家畜、水産物等や栽培形

　態等を導入する事業

・農作業等における作業効率向上のため

　独創的な新技術、施設、機械等を導入

　する事業

・新規の農産物加工品等を開発する事業

・新たな顧客を開拓する事業

　（採択事業例：ダチョウ飼育、パプリカ栽

　培、山菜加工施設、ホームページ作成等）

対象事業

問い合わせ　市農林課農業振興係  �内線252

 ○企業立地補助金 
　

　企業立地を促進し産業の振興と雇用の拡

大を図るため、市内に工場等を新設、移設ま

たは増設した場合に補助金を交付します。

補助対象 製造業を営んでいる常時雇用者

3人以上の事業所が、5,000 万円

以上の設備（土地、建物及び償却

資産）投資をした場合

補助内容　【操業補助金】対象設備の固定資

産税相当額を、当初課税分から

3年間補助金として交付（平成
20年1月以降取得分の固定資産

から適用）

　　　　　【雇用補助金】事業完了後 1年以
　　　　　内に市内居住者を常時雇用者と
　　　　　して雇用し 1年以上経過した場
　　　　　合、1人あたり 10万円を交付

　

 ○徳内資金 
　

　中小企業者のみなさんが利用しやすい低

利融資制度です。

融資対象　市内に本店（または主たる事業

　　　　　所）があり、市税を完納してい

　　　　　る中小企業者

限 度 額　運転・設備資金として 500 万円

保 証 人　法人は原則代表者、個人は不要

担　　保　原則不要

償還方法　元金均等月賦で 5年以内

　　　　　（金利 2.0％）

取 扱 い　市内に本支店がある銀行、信用組合

そ の 他　山形県信用保証協会の信用保証
　　　　　を付けることが条件

※この融資の信用保証に対して、

保証料の60％を市で補給します。

商工業のみなさんを応援する
新しい制度です

対　象　市内に本支店がある金融機関から 500

万円以上の融資をうける方
　

　　　　・市内に定住する目的で宅地を購入する方

　　　　・宅地購入の日から 3年以内に住宅

を建築することを確約できる方

　　　　・自ら住むための住宅を、市内に

本店がある工務店や大工等により

在来工法で建築する方
　

助成額　融資額 500 万円分を限度に年 1.5％相

当の利子補給を最長 5年間

問い合わせ　市建設課管理係  �内線 231

支援内容

・補 助 額　50万円以内または補助対象

　　　　　　経費の 1/2 以内のいずれか

　　　　　　低い額

・対象経費　各事業経費に直接要する経費

・対 象 者　個人、法人、任意団体

・申込方法　計画書を提出。

　　　　　　※内容を審査し予算の範囲

　　　　　　内で順次決定します。

土地購入・在来工法の
住宅建設等に対する
利子補給制度

詳しくは、

お問い合わせください。

住宅建設
の場合

土地購入
の場合

問い合わせ

市商工観光課商工労政係  �内線 153
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５
月
１
日
か
ら
市
民
課

で
証
明
書
を
申
請
す
る
際

は
、
実
際
に
窓
口
に
い
ら

し
た
方
が
申
請
者
本
人
か

ど
う
か
の
確
認
を
し
ま
す
。

身
分
を
証
明
す
る
書
類
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の　

運
転
免
許
証
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
国
や
県
、
市
町
村

が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

（
こ
れ
ら
が
な
い
場
合
は
、
保
険
証
や
年

金
証
書
な
ど
、
氏
名
と
住
所
が
記
載
さ

れ
た
書
類
を
複
数
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　

水
道
管
の
漏
水
調
査
の
た
め
、
市
が

委
託
し
た
業
者
が
各
家
庭
等
の
水
道

メ
ー
タ
ー
ま
で
立
ち
入
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

５
月
７
日　

〜　

日　

(水)

２３

(金)

　
　
　

（
日
曜
日
は
除
く
）

調
査
地
区　

大
久
保
、
戸
沢
の
一
部

　

ガ
ソ
リ
ン
は
小
さ
な
火
で
も
火
災
に

な
り
や
す
く
、
爆
発
的
に
燃
え
広
が
る

た
い
へ
ん
危
険
な
も
の
で
す
。
家
庭
や

事
業
所
な
ど
で
保
管
す
る
こ
と
は
極
力

控
え
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
灯
油
用
の

ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
絶
対
に

止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
生
涯
学
習
活
動

に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。
計
画
内
容
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
４
月
か
ら
運
用
開

始
し
た
「
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
」（
４

月　

日
現
在
登
録
者
数　

名
）
も
あ
わ

１６

７７

せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
の
社
会
教
育
団
体
、
自
治

公
民
館
、
学
習
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
お
こ

な
う
活
動
の
講
師
ま
た
は
指
導
謝
礼

助
成
額　

年
間
２
万
円
以
内
（
広
く
一

般
市
民
を
対
象
と
す
る
場
合
は
４
万
円

以
内
、
た
だ
し
利
用
が
３
年
分
を
超
え

る
団
体
は
１
万
円
以
内
）

申
請
方
法　

講
師
等
を
選
定
し
、
依
頼

し
た
あ
と
事
業
実
施
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
所
定
の
申
請
書
を
提
出

　

５
月
１
日
か
ら
６
月
５
日
は
不
法
投

棄
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
で
す
。
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
や
不
適
正
処
理
な
ど
を

見
か
け
た
場
合
は
不
法
投
棄
1
1
0
番

（
村
山
総
合
支
庁
環
境
課
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

不
法
投
棄
1
1
0
番

�
０
２
３（
６
２
１
）８
４
２
７

　

農
地
の
売
り
買
い
や
貸
し
借
り
、
宅

地
な
ど
へ
転
用
す
る
場
合
は
許
可
が
必

要
で
す
。
無
許
可
で
お
こ
な
う
と
農
地
法

違
反
と
な
り
罰
則
が
あ
り
ま
す
。
許
可

条
件
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

許
可
が
必
要
な
も
の　

耕
作
す
る
た
め

の
農
地
の
売
買
や
貸
借
を
す
る
場
合

（
第
３
条
）、
自
分
の
農
地
を
自
ら
宅
地

な
ど
へ
転
用
す
る
場
合
（
第
４
条
）、
他

人
の
農
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
し
て

宅
地
な
ど
へ
転
用
す
る
場
合
（
第
５
条
）

届
け
出
が
必
要
な
も
の　

面
積　

㎡
未

２００

満
の
自
分
の
農
地
に
農
作
業
小
屋
な
ど

国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金
情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

社
会
保
険
事
務
所
相
談
窓
口
の

時
間
延
長
と
休
日
開
庁
に
つ
い
て

　　

５
月
、
６
月
の
相
談
窓
口
の
開
庁
時

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
年
金
記
録
確

認
や
各
種
手
続
き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
５
月
・
６
月
の
平
日
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
、
休
日
を
除
く
毎
日
）

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

◆
休
日
開
庁
日

５
月
３
日　

、　

日　

、　

日　

、　

(土)

１０

(土)

１１

(日)

２４

日　

、　

日　

、　

日　

(土)

２５

(日)

３１

(土)

６
月　

日　

、　

日　

、　

日　

１４

(土)

２１

(土)

２２

(日)

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

記
録
確
認
の
相
談
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」・
年
金
証
書
（
現
役
加
入
者
の
方
は

年
金
手
帳
）・
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　 
定
例
年
金
相
談 

　

毎
月
１
回
、
社
会
保
険

事
務
所
の
出
張
相
談
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

期
日　

５
月　

日　
１３

(火)

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場　

市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ

寒
河
江
社
会
保
険
事
務
所

�
０
２
３
７　

２
５
５
１

(８４)

ま
た
は
市
民
課
国
民
年
金
係
�
内
線　
１１５

information
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を
建
て
る
場
合
（
転
用
の
制
限
の
例
外
）

◎　

日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
を
翌

２５
月
の
委
員
会
総
会
で
審
議
し
ま
す
。

　

５
月
７
日
よ
り
山
形
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
事
務
所
が
寒
河
江
市

に
移
転
し
ま
す
。

新
し
い
所
在
地
・
電
話
番
号

寒
河
江
市
大
字
寒
河
江
字
久
保
６

�
０
２
３
７　

７
１
０
０

(８４)

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
件　

宅
地
（
更
地
）
３
区
画

面
積
・
売
却
価
格

①
２
５
９
・
7
2
㎡　

７
２
７
・
２
万
円

②
２
６
９
・
4
6
㎡　
　
  
７
６
２
万
円

③
２
６
８
・
7
0
㎡　

７
５
９
・
８
万
円

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日　

午
後
１
時
〜
３
時

(木)

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

治
療
や
検
査
、
療
養
な
ど
の
相
談
、

不
安
や
疑
問
な
ど
が
ん
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
相
談
費

用
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法　

平
日
に
来
院
ま
た
は
電
話

で
相
談
日
時
を
予
約

予
約
受
付
電
話
（
が
ん
患
者
相
談
室
）

�
０
２
３（
６
２
８
）５
１
５
９

試
験
日
時　

６
月　

日　
　

午
前
中

２８

(土)

会
場　

東
根
市
、
山
形
市
な
ど

試
験
の
種
類　

甲
・
乙
・
丙
種　

全
類

受
付
期
間　

５
月　

日　

〜　

日　

１２

(月)

２１

(水)

※
受
験
願
書
は
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま

す
。

　

バ
ラ
ま
つ
り
期
間
中
の

入
園
券
販
売
、
苗
木
販
売

の
従
事
者
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　

５
月　

日　

〜
７
月
上
旬

３１

(土)

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

時
給　

入
園
券
販
売
＝
６
７
０
円

　
　
　

苗
木
販
売
＝
６
８
０
円

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

満　

歳
以
上
で
週
３
回
以

１８

上
ま
た
は
土
曜
・
日
曜
日
の
勤
務
が
可

能
な
方

申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
市
商
工
観
光
課
ま
で
郵
送
か
直

接
持
参

申
込
期
限　

５
月　

日　

（
必
着
）

１２

(月)

■
日
本
文
化
体
験　

少
年
民
踊
教
室

　

伝
統
芸
能
・
華
道
・
茶
道
・
囲
碁
・

将
棋
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
日
本
の
伝

統
文
化
や
作
法
を
学
び
ま
す
。
バ
ラ
ま

つ
り
や
花
笠
ま
つ
り
へ
の
参
加
や
施
設

訪
問
も
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象　

小
学
１
年
生
〜
６
年
生

活
動
日　

月
２
回
（
土
曜
・
日
曜
日
）

会
場　

楯
岡
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

■
演
劇
体
験　

む
ら
や
ま
児
童
劇
団

　

地
域
の
劇
団
、

プ
ロ
の
女
優
の
指

導
で
、
日
本
舞
踊

や
歌
、
ダ
ン
ス
な

ど
を
学
び
な
が
ら
創
作
劇
を
作
り
上
げ
、

来
年
２
月
に
公
演
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象　

小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生

活
動
日　

月
２
回
（
土
曜
・
日
曜
日
）

会
場　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
楯
岡
楯
）

　

第
７
回
山
形
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
出
場
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
こ

の
大
会
は
全
国
大
会
（
大
分
県
で
開
催
）

の
予
選
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

競
技
種
目
・
開
催
日
・
会
場　

卓
球
＝

５
月　

日　

・
天
童
市
、
陸
上
・
水
泳
・

２５

(日)

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
＝
６
月　

日　

・
天
童
市
な
ど

１５

(日)

申
込
期
限　

卓
球
＝
５
月　

日　

、
そ

１４

(水)

れ
以
外
＝
５
月　

日　
１６

(金)

市役所は� (55)2111
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詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

５
月　

日　
１６

(金)

■
村
山
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員

　

村
山
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
見
直

し
の
た
め
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

５
名

任
期　

６
月
〜
平
成　

年
３
月

２１

（
委
員
会
開
催
３
回
の
予
定
）

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
成
人

活
動
内
容　

活
動
計
画
に
対
す
る
調
査
、

審
議
（
意
見
交
換
）

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

募
集
人
数　

２
名

応
募
資
格　

ヘ
ル
パ
ー
養
成
課
程
２
級

以
上
の
修
了
者
ま
た
は
介
護
福
祉
士

勤
務
条
件　

非
常
勤
（
週　

時
間
程
度
）

１５

時
給　

９
５
０
円
以
上

　

市
内
に
紅
花
畑
・
そ

ば
畑
を
作
り
ま
す
。
紅

花
の
栽
培
、
花
摘
み
、

紅
も
ち
作
り
、
紅
花
染

め
、
そ
ば
打
ち
な
ど
楽
し
い
体
験
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

県
内
在
住
の
方
が
主
体
と
な
っ
て
お

こ
な
う
商
工
業
、
農
林
水
産
業
、
観
光

産
業
振
興
な
ど
地
域
の
活
性
化
の
た
め

の
自
主
的
な
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

内
容　

活
動
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の

額
を
助
成
（
上
限　

万
円
）

２５

助
成
団
体
数　

４
団
体

応
募
期
限　

５
月　

日　

（
必
着
）

１６

(金)

　

市
で
は
「
Ｉ
●
（
ラ
ブ
）
バ
ラ
の
ま

ち
推
進
事
業
」
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

母
の
日
の
贈
り
物
に

バ
ラ
の
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
作
り
ま
す
。

日
時　

５
月　

日　
　

午
前　

時
〜

１０

(土)

１０

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

指
導　

大
山
る
り
子
さ
ん
（
天
童
市
）

参
加
費　

２
、1
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
ニ
ッ
パ
、
作
品
を

持
ち
帰
る
袋

申
込
期
限　

５
月
９
日　

（
先
着　

名
）

(金)

２０

　

基
礎
か
ら
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

期
間　

５
月　

日　

〜　

月
ま
で
の
金

１６

(金)

１０

曜
日
（
全　

回
）

２０

時
間　

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

会
場　

楯
岡
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

受
講
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
等
）

申
込
期
限　

５
月　

日　
１４

(水)

　

指
導
者
や
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
の
講

習
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。（
無
料
）

期
日　

５
月　

日　

・　

日　

１４

(水)

１５

(木)

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

申
込
期
限　

５
月
９
日　
(金)

◎
フ
ッ
ト
パ
ス
隼
を
歩
く

日
時　

５
月　

日　
２４

(土)

午
前
８
時
集
合

行
程　

あ
い
か
も
会
館

〜
隼
橋
〜
早
房
の
瀬

参
加
費　

２
、０
０
０
円
程
度
（
昼
食
等
）

申
込
期
限　

５
月　

日　

（
先
着　

名
）

２２

(木)

３０

information

　市民の友４月15日号「水道料金を改定しま
した」の料金表について補足します。
　料金表には消費税込みの金額（１円未満切
捨て）を表示しましたが、実際の料金徴収の
際は、税抜き単価に水量を掛けた額に消費税
（５％）を加算します。そのため、右の表の網
掛け部分では、使用数量によって端数が繰り
上がることがあります。
問い合わせ　市水道課業務係  �内線 181

◇基本水量超過分の料金計算方法
　下表の各メーター口径に対応する超過料金
単価（1m3あたりの税込金額）に水量を掛け、
１円未満は切り捨てます。

超過水量
101m3～の
金額（円）

超過水量
61～100m3の
金額（円）

超過水量
31～60m3の
金額（円）

超過水量
1～30m3の
金額（円）

メーター
口径（㎜）

33631525221013
336315262．523120
346．5325．5283．5241．525
346．5325．529425230
367．5346．5304．527340，50
367．5346．5304．527375，100

新しい水道料金について
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期
間　

５
月
５
日
（
月
・
祝
日
）
〜　

日　
３１

(土)

回
数　

週
１
回
（
期
間
中
４
回
ま
で
）

※
受
講
料
（
幼
児
学
童
＝
５
、５
５
０
円
、

成
人
・
総
合
運
動
＝
３
、０
０
０
円
）
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
幼
児
学
童
コ
ー
ス　

月
・
火
・
木
・

金
曜
日
＝
午
後
４
時　

分
〜
、
午
後
５

３０

時　

分
〜
（
各　

分
間
）　

土
曜
日
＝
午

４５

５０

後
２
時
〜
、
午
後
３
時　

分
〜
、
午
後

１５

４
時　

分
〜
（
各　

分
間
）

３０

７０

■
成
人
コ
ー
ス　

月
・
火
・
木
・
金
曜

日
＝
午
後
１
時　

分
〜
、
午
後
７
時　

３０

３０

分
〜
（
各　

分
間
）　

土
曜
日
＝
午
前　

６０

１０

時
〜
（　

分
間
）

６０

■
総
合
運
動
教
室　

火
・
金
曜
日
＝
午

後
２
時　

分
〜
（　

分
間
）

４５

６０

　

「O
N
E
L
O
V
E
,O
N
E
W
O
R
L
D

」
を

テ
ー
マ
に
奏
で
る
楯
高
サ
ウ
ン
ド
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月　

日　
　

開
場
＝
午
後
３

３１

(土)

時
、
開
演
＝
午
後
３
時　

分
３０

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

３
０
０
円

　

女
性
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し

た
パ
ソ
コ
ン
講
座
で
す
。

会
場　

県
立
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

募
集
人
数　

各　

名
２０

受
講
料　

各
講
座
１
０
、５
０
０
円

申
込
期
限　

５
月　

日　
２２

(木)

■
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

期
日　

５
月　

日　

、
６
月
２
日　

、

３０

(金)

(月)

４
日　

、
６
日　

の
４
日
間

(水)

(金)

■
徹
底
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
基
本
講
座

期
日　

６
月
９
日　

、　

日　

、　

日

(月)

１１

(水)

１３

　

、　

日　

の
４
日
間

(金)

１６

(月)

訓
練
内
容
・
期
日　

一
般
訓
練
＝　

日
２０

　

〜　

日　

、　

日　

・　

日　
　

行

(火)

２３

(金)

２８

(水)

２９

(木)

進
訓
練
＝
８
日　

、　

日　

・　

日　

(木)

２６

(月)

２７

(火)

偵
察
訓
練
＝　

日　
　

訓
練
検
閲
＝　

１５

(木)

１２

日　

〜　

日　
　

手
榴
弾
投
て
き
訓
練

(月)

１６

(金)

＝　

日　

※
日
程
が
追
加
さ
れ
る
場
合

１９

(月)

が
あ
り
ま
す
の
で
演
習
場
内
へ
は
立
ち

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
友
４
月　

日
号　

ペ
ー
ジ
の

１５

１５

市
職
員
全
配
置
の
な
か
で
、「
い
ず
み

学
園　

保
育
主
任　

判　

惠
美
子
」
は

「
伴　

惠
美
子
」
の
誤
り
で
す
。

市役所は� (55)2111

訂
正

　次の案件についてご意見を募集し

ます。案件の詳細は、市情報公開室

（市総務課内）、関係課、各地区市民

センターまたは市ホームページでご

覧になれます。

ご意見をお寄せください

「市耐震改修促進計画」に
ついて

案 件

５月１日（木）～ 14日（水）募集期間

市建設課建築係
郵便  〒995-8666 村山市中央 1-3-6 
FAX（55）6472
電子メール kensetsu@city.
murayama.lg.jp
※電話による意見提出は不可

意 見
提出先

任　　期　６月から平成 21 年３月

　　　　　31日まで

主な役割　市環境行政についての意

　　　　　見交換

応募資格　市内在住者

募集人数　若干名

応募方法　所定の応募用紙（市環境

課、各地区市民センター、

市ホームページで入手で

きます）に必要事項を記

　　　　　入し提出

応募期限　５月 14日（水）必着

応募先・問い合わせ

市環境課環境係  �内線 245

環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇談談談談談談談談談談談談談談会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののの委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員をををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす環境懇談会の委員を募集します

◆車上ねらいが多発しています
　車から離れる時は確実に鍵をかけ、
車内に貴重品を置かないようにしま
しょう。
◆振り込め詐欺・還付金詐欺が急増中
　公的機関の職員を名乗り、「還付金が
ある」とＡＴＭコーナーへ誘導し、電話
で操作を指示する手口が増えています。
問い合わせ　村山警察署  �（52）0110

警察からの地域安全情報
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「
さ
よ
う
な
ら
」
の
意
味
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
別
れ
る
と
き
の
あ
い
さ

つ
語
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
か

ら
思
わ
ず
そ
の
本
を
買
っ
て
み
ま
し

た
。
英
語
の
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｂ
Ｙ
」

は
も
と
も
と
「
Ｇ
Ｏ
Ｄ　

Ｂ
Ｙ
」（
神

の
ご
加
護
が
あ
ら
ん
こ
と
を
）
と
願

い
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
「
ア
デ
ィ
オ
ス
」

は
「
神
の
御
許
へ
」
と
い
う
語
源
ら

し
い
。
各
国
の
あ
い
さ
つ
は
き
ち
ん

と
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
日
本
語
は
？

　

も
と
も
と
あ
い
さ
つ
の
基
本
は
、

「
今
日
は
、
お
元
気
で
す
か
。」

「
お
陰
様
で
、
元
気
で
す
。」

「
さ
よ
う
な
ら
、ご
機
嫌
よ
う
。」だ
っ

た
そ
う
で
す
。「
今
日
」
は
太
陽
の
意

味
で
、「
さ
よ
う
な
ら
」
は
「
太
陽
の

気
＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
い
て
明
る
く

生
き
て
い
ま
す
か
。
左
様
（
さ
よ
う
）

＝
太
陽
と
一
緒
に
生
き
て
い
る
な
ら

ば
、
ご
機
嫌
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
を
簡
略
化
し
て
き
た
ら

し
い
。
日
本
語
の
「
さ
よ
う
な
ら
」

は
外
国
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
別
れ

の
意
味
だ
け
で
な
く
太
陽
と
一
緒
に

生
活
し
て
気
持
ち
よ
く
元
気
で
い
て

く
だ
さ
い
と
い
う
、
は
な
む
け
の
意

味
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
ど
ん

な
言
葉
に
で
も
語
源
が
あ
り
、
語
源

を
知
る
こ
と
で
日
本
人
の
心
の
中
に

あ
る
天
照
大
神
の
神
話
の
世
界
に
も

通
じ
る
深
い
意
味
が
見
え
て
き
た
り

し
て
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

で
も
、
小
学
校
時
代
に
「
先
生
、

さ
よ
う
な
ら
」「
み
な
さ
ん
、
さ
よ
う

な
ら
」
と
言
っ
て
以
来
、
大
き
な
声

で
「
さ
よ
う
な
ら
」
を
言
っ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
日
も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く

「
さ
よ
う
な
ら
」
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
太
陽
の

よ
う
に
輝
い
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

昨
年
度
、
市
内
全
小
中
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
「
い
じ
め
の

な
い
学
校
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
県
教
育
委
員
会
の
指
定

を
受
け
て
、
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
お

こ
な
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
児

童
会
・
生
徒
会

の
創
意
あ
ふ
れ

る
取
組
み
を
市

教
育
委
員
会
で

も
応
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、
小
学
校
で

英
語
活
動
の
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
現

在
、
市
で
は
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

開
発
し
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

教
材
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
・
発
展
さ
せ

る
た
め
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て
二
十

五
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
二
十
二
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

　

体
育
指
導
委
員
は
実
技
指
導
や
組
織

育
成
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
協

力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
エ
ア
バ
レ
ー
普
及
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

幅
広
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
楯　

岡

　

村
川
次
夫
、
沼
沢
朱
美
、
大
山
拓
也
、

　

清
水
孝
一
、
三
浦
吉
和

○
西　

郷

　

板
垣
清
丸
、
柴
田
清
志
、
矢
萩
定
子

○
大　

倉

　

齋
藤
伸
治
、
齋
藤
豊
子

○
大
久
保

　

篠
原
美
子
、
細
矢
麻
盛
、
芦
野
一
博

○
冨　

本

　

古
郡
洋
一
、
後
藤
真
也
、
石
川
弘
子

○
戸　

沢

　

高
橋　

衛
、
高
橋
卓
美
、
細
谷
順
子

○
袖　

崎

　

六
沢　

寿
、
松
田
千
春
、
平
山　

繁

○
大
高
根

　

増
川
久
仁
男
、
阿
部
早
喜
子
、

　

黒
沼
公
輔

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

「
い
じ
め
根
絶
運
動
」
支
援
事
業

「
さ
よ
う
な
ら
」
の
意
味

教
育
委
員　

奥　

山　

康　

博

村
山
市
の
小
学
校
英
語
活
動

市
体
育
指
導
委
員

　

人
を
委
嘱

２５
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早
春
の
甑
岳
に
登
る
「
第
三
十
七
回

甑
岳
徳
内
登
山
」
が
四
月
十
三
日
に
開

催
さ
れ
、
最
上
徳
内
立
志
の
地
を
目
指

し
百
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
を
出
発
し
て
山
頂
ま
で
約

三
時
間
。
こ
の
日
は
絶
好
の
登
山
日
和

に
恵
ま
れ
、
残
雪
の
景
色
を
た
ん
の
う

し
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は

参
加
者
全
員

で
県
民
歌
を

斉
唱
し
、
眼

下
に
広
が
る

大
パ
ノ
ラ
マ

を
眺
め
な
が

ら
登
頂
を
喜

び
合
い
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
年
度
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
「
み
ん
な
の
体
操
会
」
が
村
山
市
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
日
で
あ

る
六
月
一
日　

午
前
五
時
五
十
分
か
ら

(日)

東
沢
公
園
野
外
音
楽
堂
前
（
雨
天
の
場

合
は
楯
岡
中
学
校
体
育
館
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
外
よ
り
約
千
人
の
参

加
者
が
一
堂
に
会
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
を

お
こ
な
い
、
こ
の
様
子
は
全
国
へ
ラ
ジ

オ
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
キ
ャ
リ
ア
・

ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
に
お
い
て
、
葉

山
中
か
ら
毎
年
二
人
、
計
四
人
に
職
場

体
験
を
お
こ
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

四
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
真
夏
の
暑

さ
の
中
、
一
生
懸
命
仕
事
を
し
、
外
で

働
く
厳
し
さ
や
楽
し
さ
を
、
そ
れ
な
り

に
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、

社
員
も
新
鮮
さ
を
感
じ
、
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
が
立
派
に

成
長
し
、
世
界
へ
と
大
き
く
羽
ば
た
く

こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

教育委員会だより

　大久保地域の高谷穂澄氏の邸内にある臥

龍型のアカマツで、地表近くから出る大枝

は龍が地をはうように四方に広がり、先端

部が直立して笠状となっている。

　その名は江戸時代から知られており、文

人墨客の来訪が相次いでいたことが文献か

らもうかがえ、美しい形は昔も今も変わる

ことがない、名声に背かない見事なマツで

ある。
昭和 30年 県文化財指定昭和 30年　県文化財指定

残
雪
を
踏
み
し
め

甑
岳
徳
内
登
山

特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

み
ん
な
の
体
操
会
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

□小学校

級数計女男学校名

41177047楯　岡

2452718西　郷

1734大　倉

11697袖　崎

11284大久保

11257冨　本

122616戸　沢

1633富　並

12237131106計

□中学校

級数計女男学校名

51547381楯　岡

3984949葉　山

8252122130計

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成 22222222220000000000 年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度小小小小小小小小小小中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校平成 20 年度小中学校

入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学者者者者者者者者者者数数数数数数数数数数入学者数
（平成 20年 4月 8日現在）
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クククククククククククククク

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク

受
入
れ
事
業
所
の
声

『
輝
か
し
い
将
来
を
期
待
し
て
』

　
　
 
株
式
会
社
半
沢
ボ
ー
リ
ン
グ

　
　
 
取
締
役
事
業
部
長　

半　

澤　

正　

友

今年度は各中学校とも
夏休みに 3日間実施します

文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財財財財のののののののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介 「「「「「「「「「「「「「「臥臥臥臥臥臥臥臥臥臥臥臥臥臥龍龍龍龍龍龍龍龍龍龍龍龍龍龍ののののののののののののののママママママママママママママツツツツツツツツツツツツツツ」」」」」」」」」」」」」」文化財の紹介　「臥龍のマツ」

ラジオ体操のラジオ体操の
イメージキャラクターイメージキャラクター
「ラジオ体操坊や」「ラジオ体操坊や」
（通称「ラタ坊」）（通称「ラタ坊」）
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村山市の人口（4月1日現在）28,013人  男13,565人  女14,448人  世帯数8,111戸

家庭用生ごみ処理機等
の購入に補助

　一般家庭から排出される生ごみの減

量化を促進するため、「家庭用生ゴミ

処理機」等のごみ減量・堆肥化器材の

購入に対し補助金を交付します。対象

となる器材についてはお問い合わせく

ださい。

　　　　　補助対象　市内在住の個人

　　　　　補助金額　購入金額の 1/2

　　　　　　　　　　（1万円限度）

　　　　　対象台数　20台程度

　　　　　　　　　　（先着順）

　　　　　申込方法　申請書類を提出

太陽光発電システムの
設置に助成

　新エネルギーとして注目され

ている太陽光発電システム（太

陽電池）の設置に対して助成し

ます。地球温暖化を防止するた

め、村山地域をあげての取組み

です。

助成対象　市内在住の個人（ただし、村山地域地

　　　　　球温暖化対策協議会の会員になってい

　　　　　る事業者が工事するもの）

助成金額　発電出力 1kw当たり 6万円

　　　　　（限度額 24万円）

対象基数　5基（4月着工分を含む）

申込方法　工事前に申請書を提出

※ 4月着工分は速やかに申請してください。

申込み・問い合わせ　市環境課環境係  �内線 245

　東沢バラ公園やそば街

道などを紹介した観光さ

くらんぼ箱を販売します。

　市の観光ＰＲ、ご贈答

にどうぞ。予約をすれば

5月中に受け取れます。

■予約期限　5月 15日まで（5月下旬受渡し）

■種　　類　○1㎏バラ詰め用箱　1箱100円（税込）

　　　　　　　（1ケース 50箱入りで販売）

　　　　　　○500gパック用箱　1箱85円(税込)

　　　　　　　（バラ売り可能）

■名入れ

　○1㎏バラ詰め用箱のみ（1,000箱～）5,000円

■ 6月からの取扱店

　○村山市観光物産協会　1㎏箱、500g 箱

　○ JAグリーンたておか（楯岡北町）1㎏箱

　○ JAグリーンごてん（碁点）1㎏箱

■申込み・問い合わせ　

　村山市観光物産協会（市商工観光課内）�内線156

　元「ふきのとう」の細坪基佳さんのソロ

コンサートです。

■日　時　６月２５日（水）午後７時開演

■会　場　市民会館　小ホール

■入場料　4,000 円（全席自由）

■チケット取扱い

　○市民会館

　○市商工観光課

　○クアハウス碁点

　○道の駅むらやま

　○萬家

　○菅野時計店

　○オーイシ

■問い合わせ

　市商工観光課文化係  �内線 152

市が費用の一部を助成
　市では、環境対策の一環として、太陽光発電システ
ム、ごみ処理機等の購入に補助などをおこないます。

観光さくらんぼ箱を販売します 市民会館自主公演事業

「最上川ＴＳＵＢＯくだり」


